
2024年度日本学生支援機構貸与奨学金

在学採用説資料[大学院]



外国籍の方は注意！
申込不可：留学
申込ＯＫ  ：永住者、日本人の配偶者、定住者 等
条件あり ：家族滞在
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2024年4月時点で

横浜国立大学大学院の正規生として在籍している

日本人および在日外国人学生（留学生を除く）

日本学生支援機構の奨学金貸与希望者
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１．日本学生支援機構貸与奨学金について

（１）推薦基準

（２）奨学金の種類・貸与内容

（３）利率（第二種）・返還方式（第一種）

（４）特に優れた業績による返還免除制度（第一種）

２．大学院在学採用について

３．在学採用申請書類作成について

４．採用手続きについて

５．貸与中手続きについて



（１）推薦基準

人物・学力・家計
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１．日本学生支援機構貸与奨学金について
申込資格を満たした申込者を
日本学生支援機構へ推薦

日本学生支援機構が採用決定

・学力基準

各大学院へ進学できる学力

・家計基準

 

収入基準額

第一種 第二種 併用

修士/
博士前期

博士後期
修士/
博士前期

博士後期
修士/
博士前期

博士後期

299 340 536 718 284 299

本人及び配偶者（定職）の収入
によって判断
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・第一種（無利子）

・第二種（有利子）

・入学時特別増額貸与奨学金

※第一種・第二種の併用貸与も可能

※貸与型のため、すべて返還義務あり

大学院第一種には
「特に優れた業績による返還免除制度」あり

奨学金の 全部/一部 免除！

（２）奨学金の種類・貸与内容
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・入学時特別増額貸与奨学金

奨学金申込時における収入金額120万円以下

または「国の教育ローン」を利用できない方を対象

入学初年度に一度だけ支給される有利子の奨学金

※第二種の利率に0.2％上乗せした利率（増額貸与率）が適用

推薦時までに手続きを行い、指定される書類を準備。
申込希望者は、申請前に申し出てください



貸与金額

・第一種奨学金

博士課程前期： ５万 ／   ８．８万
博士課程後期： ８万 ／ １２．２万

・第二種奨学金

５万円 ／ ８万円 ／ １０万円 ／ １３万円 ／ １５万円

・入学時特別増額貸与奨学金（一時金）

１０万 ／ ２０万 ／ ３０万 ／ ４０万 ／ ５０万
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貸与期間 修業年限での修了予定期



利率について（第二種奨学金）

 ・利率固定方式

利率が返還完了まで一定なので、

月々の返還額は一定

 ・利率見直し方式

利率が概ね５年ごとに見直しされるため、

月々の返還額が増減

  いずれも上限利率が3.0％を超えることはありません。
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日本学生支援機構ウェブサイトで
適用利率を確認できます

（３）利率（第二種）・返還方式（第一種）



返還方式について（第一種奨学金）

8

選べます！

所得連動返還方式

所得連動返還方式の注意点：

機関保証を選択

（人的保証の方は機関保証に変更する必
要あり）

貸与終了前までは「定額返還方式」への
変更は可能ですが、

機関保証から人的保証へは変更できま
せん。

採用時にマイナンバーの提出が必要
（日本学生支援機構 委託業者へ直接送付）

定額返還方式

・定額返還方式
・所得連動返還方式
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大学院での第一種奨学金貸与者のみ対象

奨学金の全部または一部（半額）の返還が免除

貸与終了年度に申請する必要があります
（辞退者、退学者も申請可能）

【参考】2024年度申請スケジュール（予定）
申請書類配付 2025年1月上旬〜2025年2月上旬
申請受付期間 2025年1月上旬〜2025年2月上旬
結果発表 2025年7月下旬

（４）特に優れた業績による返還免除制度（第一種）

M1、D1、D2で奨学金を辞退した場合、辞退した年度
でなければ、申請できません。
上記の場合、MC・DC修了時は申請できません。
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申請書類提出期限： 2024年4月26日（金）17：00 厳守

スカラネット入力期限：             4月30日（火）25：00 厳守

採用者発表： （） 2024年７月下旬※申請時提出のレターパックによる郵送

申請書類提出・スカラネット入力 両方を
期限までに行うと申請完了。
期限後は、いかなる事情があっても受け付けません。

初回振込月：
７月（第一種）
７月 or ８,９月の希望する貸与始期（第二種）

※４月〜７月分まとめての振込

２．大学院在学採用について
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３．在学採用申請書類作成について
提出書類チェックリスト[様式1]
裏面Ⅱにて保証制度を選択

人的保証 ／ 機関保証

誓約欄は全員
署名

確認書兼個人信用情報の
取扱いに関する同意書

住所は現住所で記入
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人的保証
・連帯保証人、保証人を選任
・本人が返還できない場合、
連帯保証人、保証人が返還の責任を負う

機関保証
・連帯保証人・保証人は不要
・月々一定の保証料を保証機関に支払うことで、
本人が返還できない場合、保証機関が代位弁済

保証制度について いずれを選択しても、返還の義務は本人にあり

必ず事前に承諾を得ること！
採用手続きの際に返還誓約書に署名・
実印での押印・収入に関する証明書・
印鑑登録証明書の添付が必要

返還の義務がなくなるわけではありません！
後日、保証機関から本人へ一括返還を求められます。
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連帯保証人は父母のどちらか

保証人は、４親等以内の親族かつ
６５歳未満の者

上記選任条件以外の方を選任する場合、支援機構が定める「選任条件の例外」の条件があり、
採用手続きの際に返還を確実に保証できる資力を有することについて証明する必要があります。

証明できない場合、選任できず、場合によっては採用取消となる可能性もあるので、必ず事前に
選任条件をよく確認してください。

詳細は「奨学金案内」P.17～21を参照
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スカラネット入力下書き用紙

他の申請書類はすべて、下書き用
紙の裏付け資料。

各書類に記入した内容を基に記入。

書類提出後のスカラネット
入力の際に使用。
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本人住所

大学住所

氏名・学籍番号

「書類」と記入

送付先住所等記入！
「申込みについて」P.3参照
大学生協、コンビニ、
郵便局で購入できます

レターパックプラス 指定振込口座の通帳の写し
本人名義の指定可能な金融機関指定

口座番号の誤入力があると
振込を受けられません。

初回振込が大幅に遅れることも！
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収入状況申告書[様式2-①] [様式2-②] ・収入についての証明書

前年（2023年）分の本人・配偶者（定職）収入を申告。

前年分に対し、本年の収入見込みに変動がある場合は、

本年の収入も申告。

指定される「収入についての証明書類」も提出。

例. 源泉徴収票、年収（見込）証明書等、給与明細

詳細は「奨学金案内」P.26～28
「申込みについて」p.4
様式2-①裏面記入方法を参照

収入の変動とは：
本年の収入が、前年の収入に対して

退職、就職、奨学金の終了、待遇の変更等で
増減がある場合
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様式が足りなければコピー

・収入毎に①②③へ分けて記入

・収入の開始時期、期間（終了していれば終了年月）、
賞与の有無を記入
アルバイトは、週当たりの時間数も記入

・前年の収入について実績を、 へ記入
前年の収入に対して、本年の収入に変動がある場合、
本年の収入見込み年額を、 へ記入

５月末までに終了した（する）収入で、以降継続性がない
収入は含めないでください。
→「退職に関する証明書」を提出

短期アルバイト等、本年中に退職したが、以降再び行う予
定があるものは本年の収入見込みに含めてください。



源泉徴収票 等

年収（見込）証明書［様式3］
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勤務先へ発行依頼が必要な場合あり！

勤務先での様式があればそれでok！

退職に関する証明書［様式4］
本年中に退職した収入で、

以降継続性がない収入について提出

源泉徴収票、離職票、勤務先の様式
等で退職が確認できるものがあれば
それでok！

貸与奨学金返還確認票 等

収入に関する証明書類

給与明細（3か月分以上）
年額を推算して本年の収入見込み額を記入

令和 XX 年



【用紙②】収入計算書

収入状況申告書に記載した内容を基に記入。

父母等からの給付額がある場合、（裏）に給付者から証明を受ける。

19

不備が大変多いです！
早めに準備

署名も忘れずに！

父母等からの証明

裏 前年本年表 前年 本年
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左ページ：前年（2023年）の収入 右ページ：本年（2024年）の収入見込み

本年の収入見込み
退職等により不算入になる収入が
あっても合計額「0円」とはなりません。

これまでの支出を賄っていたはずな
ので、その額は「その他の収入」
として計上する必要があります。

表 前年 本年

前年と変動があれば
本年の収入見込みも記入

「その他の収入」は

証明書類として、通帳の
コピーの提出が必要！
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収入状況に係る申立書[様式5]（必要な場合のみ）

すでに退職したアルバイト
先が遠方で、退職証明が

もらえない！

派遣会社に登録だけ残し
ているが、仕事の依頼を

全く受けていない！

毎年春学期だけTAを
頼まれている！

定期的な勤務ではない
アルバイトに従事

している….

記述する場合は

できるだけ具体的に！



・ボールペン等で記入してください！

・修正液等で直さない！

・丁寧に書きましょう！

・マイナンバーの未記載の証明書類を提出！

・保証人（おじ・おば・いとこ等）の情報は正確に。

・父母等からの給付に係る書類は早めに依頼。

提出書類記入の際の注意点
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短期間で書類を揃えるのは不可能です。
準備は早めに。期限厳守！

万が一記載されているもの
しかない場合、必ず黒塗り

して提出ください



日本学生支援機構奨学金申込み専用ウェブサイト「スカラネット」 （https://www.sas.jasso.go.jp/）
スマホ、タブレットでも入力可！
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「奨学金の新規申込」を選択

書類提出（4月26日（金）まで）時に
窓口で交付するID・PWを入力

スカラネットへの入力 （書類提出完了後、4月30日（火）25：00まで）

https://www.sas.jasso.go.jp/


奨学金貸与・返還シミュレーションで返還額を試算しましょう！

返還予定金額を
確認してから申込みを！

奨学金貸与・返還シミュレーション：
http://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/

第二種奨学金・
入学時特別増額貸与奨学金
は有利子です。
利息も含めた貸与額に注意！
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こ ち ら か ら

シミュレーション

http://simulation.sas.jasso.go.jp/simulation/
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４．採用手続きについて
採用された方にはレターパックプラスで

「奨学生証」「返還誓約書」等を送付

（７月下旬予定）

「返還誓約書」、添付書類を提出

マイナンバー確認書類の送付（委託業者へ）

（所得連動返還方式選択者）

期限に送れると奨学金振込を保留し、

場合によっては採用取消（全額返金）

返還誓約書



「スカラネットパーソナル」へ登録

スカラネット・パーソナル：
https://scholar-ps.sas.jasso.go.jp/mypage/

あなた個人のページです。
スカラネットPSから申請する毎年

行う手続きもあるので、採用後は
至急必ず登録を！
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・異動手続き：退学・留学・休学・復学の際

大学院への手続きと奨学金の手続きは連動して

いません！

異動願（届）提出：異動始期の前々月末

これ以降に決まった場合は至急！

・各種変更手続き：

月額、口座、改氏名、住所（本人は住民票住所

のみ）、連帯保証人・保証人 など

５．貸与中手続きについて
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異動願(届)

受給資格のない月に振り込まれると
一括返金が必要！
留学の際は注意



【重要】継続願提出（12月〜1月下旬）

翌年度の奨学金継続について、毎年（最終学年を除く）
提出（インターネット入力）する必要があります。

継続も辞退も届け出が必要！
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忘れると「廃止」（資格喪失）

「廃止」者へはペナルティあり！

・１２月中旬頃説明資料を公開予定（説明会は未定）
YNUメール/学生支援課ウェブサイト・学内掲示板を必ず確認！

留学中の方も手続きが
必要ですので要注意！



大学からのお願い
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・個人への連絡はYNUメールを使用します。
見落としが無いようスマホへの転送設定など行ってください。

・大学からの連絡には対応してください。
  「045-339-3112」を「横浜国大  奨学金担当」で

  ケータイに登録しておくのがオススメ！
連絡先：横浜国立大学学生支援課経済支援係連絡先
TEL:045-339-3112
E-mail：gakusei.keizai◎ynu.ac.jp （◎を＠に）

・大学に登録している住所・電話番号が変更になったら大学へ届出！
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重要な継続手続き等
について掲示します。
必ず定期的に確認!横浜国立大学学生支援課経済支援係

学生センター（キャンパスマップ 建物S5-1）２階①窓口
（土日祝を除く8:30〜12:45 / 13:45〜17:00）
TEL:045-339-3112 E-mail：gakusei.keizai◎ynu.ac.jp
学生支援課ウェブサイト  （◎を＠に）
http://www.gakuseisupport.ynu.ac.jp/

大学からのお願い

・みなさんへの連絡は掲示板・学生支援課のウェブサイトで行います。
必ず定期的にチェックを！



・日本学生支援機構貸与奨学金は皆さんに返還義務があります。
  必要額、修了後に返還可能なのかよく検討のうえ申し込んでください。

・奨学金を借りるのは“あなた自身”です。
  手続きの際は、自覚と責任のもと行動してください。
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